
①　警防隊 － 火災時の消火活動など消防活動全般、防火対象物の査察などを行う
②　救助隊 － 事故などで身動きが取れない人などを救助する
③　救急隊 － 心肺蘇生などの応急処置や救命士による医療行為を行う
消防士（79 人）のうち、救助隊に 21 人、潜水隊に 10 人、救命士に 18 人が任命され活動しています。
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①　警防隊 － 火災時の消火活動など消防活動全般、防火対象物の査察などを行う

消防署の部隊

勤務について（消防署）
　体系　1 部 2 部 3 部制
　時間　当務（8：30- 翌 8：30）非番（勤務明け）週休（休暇）

1 日のスケジュール（当務）
 8：30 大交代・始業点検
 9：00 週期点検（車両の点検など）・訓練
 12：00 昼食
 13：00 訓練・行事など
 17：15 夕食
 18：00 日夕点検・訓練・事務処理・シャワー
 23：00 仮眠・通信業務（うち 1 時間）
 5：00 起床
 7：00 清掃（庁舎・車両）
 7：15 朝食
 8：30 大交代

勤務について（消防署）

消防士の 1 日

　勤務の消防士たちは、約 1 分で防火衣へ着替え
て出動します。たとえそれが入浴中で洗髪をして
いる最中でも、すぐに重い防火衣と資機材を持ち、
そして約 10 キロもある空気呼吸器を背負い、時に
は山を登り火災現場へ向かいます。そのため日ご
ろから体力づくりが欠かせません。

　勤務の消防士たちは、約 1 分で防火衣へ着替え
火災発生の通報を受けると

　現場で速やかな消火・救命活動をするために日々
あらゆる訓練に励んでいます。

【ある日の訓練メニュー】
　・体力練成（ランニング、腕立て伏せ）
　・救助訓練（ロープ渡過）
　・消防訓練（ホース延長、放水）
　・救急訓練（シミュレーション）

　現場で速やかな消火・救命活動をするために日々
訓練・訓練・訓練

　当務の夕食と朝食は、消防士たちが署内にある
厨房で作っています。特にメニューはなく、その
日の担当がそれぞれの家庭の味を提供しています。
消防士の皆さん、とっても料理上手だそうです！

　当務の夕食と朝食は、消防士たちが署内にある
こぼれ話

◀通信情報室

▲消防士たちが着替える場所（出動準備室）
　それぞれ可能な限り素早く着替えるため、靴とズボ
ンを一体化させておくなどの工夫がしてあります

▲毎日点検・清掃されている救急車

消防士（79 人）のうち、救助隊に 21 人、潜水隊に 10 人、救命士に 18 人が任命され活動しています。

▲毎日点検・清掃されている救急車▲毎日点検・清掃されている救急車

▲訓練も現場さながらの緊迫感

消火器と住宅用火災警報器
　・消火器の使用期限はおおむね８～１０年です。使用期限が過
ぎたものは、火災の時に十分に機能しないだけでなく、腐食によ
る破裂事故が起こる場合もあり大変危険です。また、消防署では
消火器の訪問販売はしていません。
　・住宅用火災警報器を取り付けていますか？火災発生に備え、
取り付けましょう。また、取り付け後、約 10 年が電池交換の目安
となりますので、日ごろから点検をすることをお勧めしています。

救命講習を受けていますか？
　消防本部では、月 1 回救急救命講
習会を開いています。普段から備え
ておくと、いざという時に役立ちます！
　　◇第 4 土曜日　９時から
　　◇参加無料
　　◇要事前申し込み

女性消防団活躍中！
　女性消防団は、平成 22 年 4 月 1 日に発足しました。現在 21 人で
活動中です。主に、救急救命講習の講師や火災現場での後方支援
活動をしています。一緒に活動してくれる方を大募集しています！

▲女性消防団の皆さん

　一人ひとりが、それぞれの仕事を持ちながら“自分たちのまちは、自分たちの手で守る”という信念のも
と日々様々な活動をしています。あなたのチカラを消防団で活かしてみませんか。
○入団資格
　　1．年齢 18 歳以上の方（男女）　2．心身ともに健康な方　3．本市内に居住または勤務する方
○入団方法
　　ご自身の居住または勤務地域の消防分団に直接連絡するか、消防本部総務課（☎ 54-0119）まで！

　一人ひとりが、それぞれの仕事を持ちながら“自分たちのまちは、自分たちの手で守る”という信念のも
消防団員募集中!!

　消防団員および団員の家族が、応援の登録店を利用すると様々な特典が受けられます。また、応援の店に
なることで、お店の知名度アップと地域貢献に繋がります！登録は、消防本部総務課へお問い合わせください。
　消防団員および団員の家族が、応援の登録店を利用すると様々な特典が受けられます。また、応援の店に

消防団応援の店

優勝　第 12 分団（美和） 準優勝　第 7 分団（山方）

～消防団員の声～
・私を育ててくれたこの地域に
貢献できる消防団員に誇りを
持って活動しています。

・地域を守る要として、団員一
同頑張っています。

・地元に恩返しをしたくて消防
団に入りました。普段は地域の
方と接する機会が少ないのです
が、消防団活動を通して地域の
皆さんと交流を図っています。
入団して本当に良かったです。

・消防団活動は、仲間や地域と
の結びつきを強く感じられます。

・地道な消防団活動は決して簡
単なことではありませんが、支
い合える仲間や声を掛けてくれ
る地域の方々がいるので、頑張
ることができます。

　8 月 27 日、第 13 回市消防ポンプ操法大会が辰ノ口地内の大宮消防広場で開催され、各分団の選手たちは操法の正確さ
などを競い合いました。優勝した分団は、9 月に日立市で開催される県北大会に出場します。

市消防ポンプ操法競技大会開催

ポンプ車操法の部

優勝　第 18 分団（御前山） 準優勝　第 10 分団（美和）

小型ポンプ車操法の部
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